施設処遇会議　議事録

と　き：H18.6.19　13:30～15:30

ところ：青山荘地域交流室

　　　　　出席者：C.E.O・村田I.O.O・小田・山田・長谷部

　　　　　　　　　山口・金澤・小坂

（欠席者：江刺家I.O.O・秋山Ｇ.Ｏ.M・壬生G.O.M

清水Ｇ.Ｏ.M・佐々木・小松）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録：金澤

議題

１：吉田キクエ様（青風荘入所者様）の処遇について

２：袴田淑子様（青山荘入所者様）の処遇について

３：淡路智恵子様（青明舎利用者様）の処遇について

１：吉田キクエ様（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　

　＜問題点＞

1 部屋にこもり、無為に過ごしている。

介入方法→・皆と交流を持つことで、いろいろな情報交換が出来る事を伝える。

　・趣味の幅を広げる情報提供やアドバイスをする。

②　衣類など新品に執着し、故意にゴミに捨てたり破いたりして購入を要求する。

介入方法→・実際に使用できなくなった商品なのか本人と確認する。

　　　　　・本人の希望通りの買い物は出来ないことを伝える。

· 物を大事に使用しなければならない意味を説明する。

③　食事間際に間食をする。弁当や団子を購入して食べる。お茶に多量の砂糖を入れて飲む。

＜評価＞

　身体機能を低下させないよう食事摂取状況を注意してみる。これ以上体重が増加しないよう体重管理を行っていく。声掛けを行っても、聞き入れない為、強制的に交流を持たせることも必要であり、部屋にこもらせないように夕食後は８時までホールで過ごすことを青風荘入所者全員に働きかけていくなどの方法を検討していく。

２：袴田淑子様（青山荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症

　＜問題点＞

1 身辺整理(掃除、入浴、整容、更衣)が自発的・定期的にできない。

　介入方法→・生活チェック表を用いて実施した日には○をつけてもらう。毎週金曜日に振り返りを行う。実施日当日には本人に声掛けを行い、今日は何をする日なのかを認識してもらう。

　②　退所後、姉宅からバスにてデイケア通所予定であるが、バス利用に不安がある。

介入方法→・７月から姉と共にバス利用練習を行う。１,2ヶ月後には一人で外泊の際に練習を行う。

　③　忘薬がある

介入方法→・夕食時に食卓へ薬をセットし、食後直ぐに服用する方法をとる。服用しているか当直職員が確認する。

　＜評価＞

　　退所し、家に戻ってからの生活を考えての支援を行っていく。家族の介入方法も含めて今後の支援を見直していく。デイケア通所時のバス利用に関しては周辺状況を把握し、徒歩通所も可能であるので本人に情報を提供し、検討していく。

３：淡路智恵子様（青明舎利用者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　

　＜問題点＞

1 イライラ感やストレスを溜め込む。タバコの本数が増えてしまう。

介入方法→・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ訪問時の生活状況の確認。

・ﾃﾞｲｹｱへの情報収集と情報提供

・相談できる時間の確保(来所時)

· 外来受診時の様子情報収集と情報提供

　②　金銭トラブルの可能性がある

介入方法→・お金の使途についての振り返りと指導

　　　　　・お金に対する発言についての声掛け

＜評価＞

妹の宗教に誘われ入ることがないよう妹との関係性を把握する。禁煙はすすめていく必要

がある。イライラや不安感は離脱症状として現れるもので病状ではないのでタバコ喫煙によるメリット・デメリットを職員が理解し、本人に話し本人が禁煙した方がいいと思えるように支援していく。

